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ポートフォリオとは(簡単な定義より)ポ トフォリオとは(簡単な定義より)
「ポートフォリオ」の語源

ラテン語が語源で、紙バサミ、バインダー、ファイルという意味

 金融界での「ポートフォリオ」
 有価証券の内訳、一覧表、金融資産等

 経営戦略界での「ポートフォリオ戦略」
 複数の戦略を組み合わせておき全体としてのリスク分散をはかろうとする統合戦略複数 統

 専門業界での「ポートフォリオ」 （デザイナー、俳優、写真家等）
 自分の独自性やコンピテンシを売りにするため、自信ある作品、写真、掲載された

新聞記事のコピーや著作物などを添えて、才能や業績を凝縮した自己紹介ファイル

 教育界で使われている「教育ポートフォリオ」 教育界で使われている「教育ポ トフォリオ」

 学習者がテーマを決めて探究する場合の収集物や記録，学習成果をまとめたファイルやノー
トを示す．

■ファイルを用意する
■調べる・収集する
■評価の観点を決める・修正する
■自己評価する・収集物の取捨選択をする

評価シートを使いながら、
学習と評価を積み上げる

プロセス

■自己評価する・収集物の取捨選択をする
■まとめる
■発表する

学習と評価を積み上げる

ポ トフォリオは あくまでも 自らの学習を振り返る１つの手段
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ポートフォリオは，あくまでも，自らの学習を振り返る１つの手段
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ポートフォリオの位置づけポ トフォリオの位置づけ

個人主導のキャリア形成力を修得し、「自己主導のコアコンピタンス」の創造・確立を行うもの。ポートフォリオインテリジェンス
を通 院生 対 「自 主導 ピタ 創造 確立 関する学術的か 実践的な総合学習 場を提供するを通して、院生に対し「自己主導のコアコンピタンス」の創造・確立に関する学術的かつ実践的な総合学習の場を提供する。

修士研究修士研究

スクーリング

ゴール①

ゴール
専修科目
（8単位）

関係科目
（32単位以上）n

ポートフォリオ

作成作成 ゴール②～n－1
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矢印は強い相互作用（咀嚼、反芻、消化、吸収、昇華プロセス）を表わす
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ポートフォリオの目指すところポ トフォリオの目指すところ

 ポートフォリオとはPDCA（Plan,Do,Check,Action)・・計画
・実行・評価・改善を備えている機構実行 評価 改善を備えて る機構

 ポートフォリオとは自己創造方式であり、効果的にコン
ピテンシを身につける。
ポ トフォリオとは各授業科目で修得したコンピテンシ ポートフォリオとは各授業科目で修得したコンピテンシ
を実践できるプロジェクトを与える。

 ポートフォリオとは1年間の短期間に目標としたコンピテ
が修得 を常 すンシが修得できたかを常にチェックする。

 ポートフォリオとは人間力の測定を可能とする。
 ポートフォリオとは正に学習者とプロフェショナルとの真 ポートフォリオとは正に学習者とプロフェショナルとの真

剣なコミュニケーションの場を提供する。
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知的創造システム専攻の位置づけ知的創造システム専攻の位置づけ

教育プログラムの位置づけ①：全体像

知的創造システム専攻（東京虎ノ門）

知識の高度化と体系化

大学院教育
社会人

大学院教育

実践知の活用

客員教授陣

実践知の活用
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実社会金沢工業大学
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知的創造システム専攻の位置づけ知的創造システム専攻の位置づけ

教育プログラムの位置づけ②：特色

 実社会で活躍する社会人に対するニーズや教育の方法を体験的に学び、
本学の「大学院教育」と「社会人教育」のあり方を確立

 専攻領域を社会的ニーズの高い、知財・ＩＴ・ビジネスに置き、先進的・実践
的教育に注力し、多くの科目群(70科目)で編成した教育プログラムを提供

 多様な学習歴を持つ院生と、多彩な経験を持つ教員との相互コミュニケー
ションによる院生のキャリア形成に合致した体系的な履修モデルを提供

 院生個々人が、「目標達成のための自己カリキュラムの作成と学習成果の
自己点検の重要性を確認・検証する仕組の構築」と「院生と教員とがその
実効性の相互評価 を実現実効性の相互評価」を実現

「ポートフォリオインテリジェンスシステムポートフォリオインテリジェンスシステム」を導入し、
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大学院教育の実質化の基盤としている
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知的創造システム専攻の位置づけ知的創造システム専攻の位置づけ

教育プログラムの位置づけ③：現状認識

 ポートフォリオインテリジェンスシステムは、在学中の学習目標を明確に
するにとどまらず、自己実現に向けた更なる「気づき」を生み出している

 院生自ら作成するポートフォリオインテリジェンスファイルは、確かな成
果物としてのエビデンスとなり、院生の達成度評価に対する明確な指標
とな るとなっている

 ポートフォリオインテリジェンスファイルは、教員と院生のコミュニケー
学ションツールとして、大学院教育の高度化と実質化に活かされている

本取組は、こうした実績をふまえて、更なる向上を目指し、
大学院教育の実質化に資するモデルシステムを構築している
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大学院教育の実質化に資するモデルシステムを構築している
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大学全体としての方針大学全体としての方針

自主的・恒常的な展開の方策

１．ポートフォリオインテリジェンスシステムにおける3つのコア機能の充実と提
供
① 各院生毎のコンピテンシー履修モデルの作成
② ポートフォリオインテリジェンスファイルの構成
③ アクションラーニングプロセスの実践③ 実

２．本学各専攻の特性に応じたポートフォリオインテリジェンスファイルとアク
ションラーニングプロセスの工夫・改善

３．ポートフォリオインテリジェンスシステムによる人間力養成の強化

学院教育 実質 デ 創
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大学院教育の実質化モデルの創出
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コンピテンシモデルオンデマンドコンピテンシモデルオンデマンド

人材養成目的①：人材育成像

１．知的成果を生み出す力、実際にアイデアを具現化する力、それらを運営・保護する
ことのできる力を総合的に養う

２ 単なる「即戦力 を養成することではなく 生涯現役で活躍するための ア ンピタ

Ｚ軸：人間力

問題発見力

２．単なる「即戦力」を養成することではなく、生涯現役で活躍するためのコアコンピタ
ンスを確立させる

問題発見力

独創力

ソリューション力

プレゼンテーション力

変革推進力

構
想

ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル

企
画

調
査
・分
析

設
計
・開
発

変
革

導
入
・運
用

評
価
・検
証

変革推進力

コミュニケーション力

リーダーシップ力

オーナシップ力

Ｘ軸：思考プロセス
基盤テクノロジー

応用サービス

ビジネスプロセス

ビジネスモデル

ビジネスマネジメント

コンピテンシのサブセット

（ 査 析 ビ プ ゼ ）

サイエンテフィック・システム研究会 Copyright © 2008     Kanazawa Institute of Technology2008/09/01

Ｙ軸：知識領域

ビジネスマネジメント （調査・分析、応用サービス、プレゼン）
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研究科・専攻における教育の課程

人材養成目的②：教育の工夫

研究科 専攻における教育の課程

１．目的に沿った社会人教育の
実践

●東京虎ノ門キャンパスでの昼夜開講

●コンピテンシー履修モデルの構築

２．産学官から広く集めたプロ
フェッショナルな教授陣との協

●学術専門領域に精通する専任教授陣

●産業界、法曹界の第一線で活躍するプロ
働による学習支援計画書（シラ
バス）の作成

●産業界、法曹界の第 線で活躍するプロ
フェショナルな客員教授陣

●知識と実践知の融合を目指す定期的な教
育調整育調整

３．知的創造社会で求められる
人間力養成の強化

●ＥＱテストの導入による自己分析

●アクションラーニングの導入

●ポートフォリオを活用した成績評価

４．電子化によるコミュニケー
ションツールの導入

●講義ＶＯＤの導入

●フィードバック・コミュニケーション・

サイエンテフィック・システム研究会 Copyright © 2008     Kanazawa Institute of Technology2008/09/01

ショ ツ ル 導入 ●フィ ドバック コミュニケ ション
システムの導入
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研究科・専攻における教育の課程

実質化のための取組①：ポートフォリオ教育と修学関連

研究科 専攻における教育の課程

院生
・コアコンピタンスの確立

① ｺﾝﾋﾟﾃﾝｼ-ﾓﾃﾞﾙ策定
修計

③ 授業
グ

④ ﾎﾟｰﾄﾌｫﾘｵ作成
(ｻﾏﾘ-・目標達成ｼｰﾄ)

•履修計画
•目標計画シート

•アクションラーニング
•関係科目の成績評価

( )

R

② 定期的な教育調整

⑤ ﾘｻｰﾁﾍﾟｰﾊﾟｰ

・ﾎﾟｰﾄﾌｫﾘｵ評価(総合評価) ⑥ ｺﾝﾋﾟﾃﾝｼｰの実践指導

専任教員
・人材育成像の策定

② 定期的な教育調整
•シラバスの協働作成
•科目内容のチェック

客員教授（非常勤講師）
・高度な実践知
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人材育成像 策定
・教育課程、教育方法の策定・工夫改善

度 実践
・最先端ケーススタディ
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研究科・専攻における教育の課程

実質化のための取組①：ポートフォリオデスクの設置

研究科 専攻における教育の課程

院生
・コアコンピタンスの確立

ポートフォリオ作成相談

・ポートフォリオ教育セミナー
・授業アンケートの収集、分析

専任教員
・人材育成像の策定

客員教授（非常勤講師）
・高度な実践知

・システム改善、運営

ポートフォリオデスク
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人材育成像 策定
・教育課程、教育方法の策定・工夫改善

度 実践
・最先端ケーススタディ
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ポートフォリオインテリジェンスの基本的な流れポ トフォリオインテリジェンスの基本的な流れ

入学前
前学期
後学期

修了前

自

コ
ン
ピ
テ

ア
ク
シ
ョ

前
期
目
標
達

自
己 成

ポ
ー
ト
フ

ポ
ー
ト
フ
ォ自

己
認
識
プ
ロ
セ

テ
ン
シ
ー
モ
デ
ル

ョ
ン
ラ
ー
ニ
ン
グ

達
成
シ
ー
ト
作

己
再
認
識
プ
ロ

成
績
評
価
プ
ロ
セ

フ
ォ
リ
オ
統
合

ォ
リ
オ
サ
マ
リ
作セ

ス
ル
プ
ロ
セ
ス

グ
プ
ロ
セ
ス

作
成
プ
ロ
セ
ス

セ
ス

セ
ス

合
プ
ロ
セ
ス

作
成
プ
ロ
セ
ス

自
己
認
識

目
標
計
画

選
択

選
択
必

研
究

エ
ビ
デ

目
標
達
成

自
己
認
識

成
績
評
価

ポ
ー
ト

イ
ン
テ
リ

フ

ポ
ー
ト
フ

サ
マ

識
シ
ー
ト

画
シ
ー
ト

択
科
目

必
須
科
目

究
論
文

デ
ン
ス

成
シ
ー
ト

識
シ
ー
ト

価
シ
ー
ト

ト
フ
ォ
リ
オ

リ
ジ
ェ
ン
ス

ァ
イ
ル

フ
ォ
リ
オ

マ
リ
ー

サイエンテフィック・システム研究会 Copyright © 2008     Kanazawa Institute of Technology2008/09/01

ポートフォリオインテリジェンス
13

ポートフォリオ学習とプロセスポ トフォリオ学習とプ セス

学習プロセスの構成学習プロセスの構成
① M（モチベーションを抱く）・・自己主導のキャリアデザインをするため

に「学習したい」というモチベーションを抱き、自分の強さ・弱さ・
可能性 向き 不向き等を客観的に認識する可能性・向き・不向き等を客観的に認識する。

② P（計画する）・・自分の目標となるコンピテンシーモデル（ヒューマン
パワーを含む）を設計して、その目標を達成する為に自己カリ
キ を作成するキュラムを作成する

③ D（カリキュラムの実行）・・「アクションラーニング」を通してモチベー
ションをさらに高めて目標のコンピテンシの創造をめざす。

④ C（評価）・・学習プロセスと結果を「自己評価・オープン評価・分析」
⑤ G（成長）
⑥ 「M→P → D → C → G」を繰り返してコアコンピタンスを確立する⑥ M P  D  C  G」を繰り返して ア ンピタンスを確立する
⑦ このプロセスを形式知としてデータ化することによってペーパーテス

トでは計れない自己のコアコンピタンスの形成過程を目に見えるよ
うにまとめる。
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⑧ 「ポートフォリオインテリジェンスファイル」としてまとめる．
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ポートフォリオインテリジェンスファイル

学習によるリ クシ

実質化のための取組②：ポートフォリオインテリジェンスファイル

ポ トフォリオインテリジェンスファイル

Motivation
自己認識診断
• 対人適性
• 職能適性

研究活動

専修科目

学習によるリフレクション

職能適性

Plan
目標計画シート
• 目標コンピテンシー

知識 思考 人間力

専修科目

関係科目

M
Motivation PlanCheck

R

• 知識、思考、人間力

Do
エビデンス（ベストプラクティカム）
• 実践力を示す成果物

PC
Motivation PlanCheck

Grow-up
Cycle Ｇ

実践力を す成果物
• インタラクションの履歴

Check
目標達成シート
• 目標達成確認

DDo

Research

目標達成確認
• 他者意見考察
• 内容論証と抽象概念化
• 次の行動計画への反映

G Grow R 修士課程の成果物
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リサーチペーパーサマリー 大学院学修のエビデンス大学院学修のエビデンス
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ポートフォリオインテリジェンスファイルの構成ポ トフォリオインテリジェンスファイルの構成

自
己Ⅰ

目
標

研
究
論
文

Ⅰ

自
己Ⅱ

自
己

ベ
ス
ト

ベ
ス
ト
①

 ファイル内容
 目次

サマリ

目
次

サ
マ
リ
ー

達
成
①

目
標
達
成
②

ベ
ス
ト
③

ベ

ｎト
②

 サマリー

 目標計画シート

 目標達成シート

ポートフォリオインテリジェンス
ファイル

ー

目
標
計
画

目
標
達
成
③

目
標
達

ス
ト
n

 目標達成シ ト

 ベストプラクティカム

(エビデンス)

達
成

n
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 自己認識診断結果
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アクションラーニングプロセスとPFIアクションラ ニングプロセスとPFI

キ イベ ト

実質化のための取組③：アクションラーニングプロセス

モジュール型教育と要素

キーイベント

演習
レポート

体験

ﾃｨｰﾁﾝｸﾞｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ研究活動

討議ゲーム演習 体験学習モデル

調査プレゼンｹｰｽｽﾀﾃﾞｨ

体験学習
の内容分析

自他の体験
観察と再考察

次行動の
計画

体験学習モデル
のプロセス

環境
マテリアル

観察と再考察

再考察を
論証

計画

(Kolbモデル)

目標達成シート エビデンス
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ポートフォリオインテリジェンスファイル
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目標達成シートの内容目標達成シ トの内容

１：ＣＥ
コーブらは 新しい行動を修得したり 今

２：ＲＯ４：ＡＥ

コ ブらは、新しい行動を修得したり、今
までの行動を修正するための体験学習
のモデル「Experiential Learning Model」
を提唱しています。これは、アクションラ

グ おける「理論 「実践 より

３：ＡＣ

ーニングにおける「理論」→「実践」により
、自分自身でどれだけ理解したかを「リフ
レクション」して学習する、効果的な手法
とされています。

【構成要素１】Concrete Experience(CE) 具体的な体験学習を文書化する

とされています。

【構成要素２】Reflective Observation(RO) 体験を他の人の見方により考察・理解し、再考
察したことを文書化する

【構成要素３】Ab C li i (AC) 再考察した とを調査 研究を通し 理論に【構成要素３】Abstract Conceptualization(AC) 再考察したことを調査・研究を通して理論に
より論証した結果を文書化する

【構成要素４】A ti E i t ti (AE) 体験学習の再考察から学習したことを応用し
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【構成要素４】Active Experimentation(AE) 体験学習の再考察から学習したことを応用し、
次の行動計画を文書化する

18



CE（具体的体験）（具体的体験）

CE：感情 ・現在の業務との関連CE：感情 現在の業務との関連

・体験開始時の自分の感情

・体験前のスキル（知識、思考、ヒューマン）の不安感

・履修目標や心構え

・体験中の新たな感情（つらかったこと、困難な局面をどのように乗り越えたか）

・自分の現在の業務に役立つかどうかの期待感

・目標達成感（プラクティカムの成果ではなく、設定されたゴールに対して得た成果）

CE：思考 ・目標達成のための思考、設計、計画

・ポジティブ思考

CE:行動 ・目標達成のために具体的な行動（工夫）、大学院の講義中に行った行動

大学院外 行 行動（自分 所属する組織 実践し みるなど）・大学院外で行って行動（自分の所属する組織で実践してみるなど）

・学んだスキルをより深く理解するために実践行動

注）プラクティカムは「行動」ではなく「成果」として記述

CE 成果 成果 修得したスキルの内容CE：成果 ・成果、修得したスキルの内容

・成果に利用したプラクティカムの概要

・体験した全てのプラクティカムの概要

・実践行動後修得したスキルの有効性の検証
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実践行動後修得したスキルの有効性の検証

・Bestプラクティカムとして選択した理由
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CE（感情・思考・成果）のイメージCE（感情 思考 成果）のイメ ジ

 私はこのプラクティカムを行うまで、 ビジネスモデルを
１ヶ月という短期間で創出することに不安を感じていま
した。なぜならビジネスモデルの概念や創出方法につ
いてある程度知識は身につけていましたが、具体的に
ビジネスモデルを創出した経験は皆無でしたビジネスモデルを創出した経験は皆無でした。

 いざプラクティカムを実践すると実際には１ヶ月という短
期間で一定のビジネスモデルを創出することが出来ま期間で 定のビジネスモデルを創出することが出来ま
した。工夫したことは「チームワーク」の積極的活用と考
えています。なぜなら・・・・

 本科目で学んだことは・・・・

 プラクティカムについて教官からの評価は・・・
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ラクティ 教官 評価
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RO（主観から客観への移行）RO（主観から客観への移行）

RO 他の院生 チ ムの意見の考察 人でCEの成果を得た場合は他の院院生RO：他の院生・チームの意見の考察 ・一人でCEの成果を得た場合は他の院院生

の意見を聞いて考察する。ただし、同じ講義を
受講していない院生から聞いてはいけない、
又自分が所属する組織の同僚の意見を聞い又自分が所属する組織の同僚の意見を聞い
てもいけない

・チームで得られた成果を自分のものとした場
合は、他のチームの意見を聞いて考察する

RO：教員の意見の考察 ・プラクティカムに対する教員のコメントを考察
する

・プラクティカムの評価結果の分析

RO：考察後、「CEの成果」を

再考察

・以上の考察をベースにCEの「成果」の部分
を再考察した結果をまとめる
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RO（他者意見、統合化）のイメージRO（他者意見、統合化）のイメ ジ

 このプラクティカムを再考するために私はチームのメン
バーと他に成功要因があるかどうかについて議論を行
いました Aさんは 成功要因に いて「組織作りや組いました。Aさんは、成功要因について「組織作りや組

織行動も重要ですが我々は迅速かつ適切に外部環境
を分析して これに適したビジネスモデルを選択できたを分析して、これに適したビジネスモデルを選択できた
ことだと思います。」と言いました。一方、Bさんは「更に
付け加えるとすると、外部環境分析→ビジネスモデル
の選択→ビジネスプロセスの統合が出来たからだと思
います。」と言いました。私も・・・

 私はAさん、Bさんの意見を取り入れて以下を再学習し
ました。・・・・・・
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AC(客観から抽象概念化への移行）AC(客観から抽象概念化への移行）

AC 抽象概念化する 得られた成果を鳥の目でみるAC:抽象概念化する ・得られた成果を鳥の目でみる。

AC：一般化、公式化する ・学術論文を調べ、その内容の簡単な記述

・自分の成果の一般的に応用可能性について
考察

AC:引用文献のリスト ・抽象概念化のために、調査した論文・文献を
2つ以上リストして、その引用方法も記述
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AC（抽象概念化）のイメージAC（抽象概念化）のイメ ジ

 ビジネスモデル構築には迅速な「分析」、「選択」、「統
合」が必要であり それがビジネスモデルの原動力とな合」が必要であり、それがビジネスモデルの原動力とな
ることについて次の文献により論証しました。

 １）迅速な外部環境の分析、２）迅速な最適ビジネスモ
デルの選択、３）迅速なビジネスプロセスの統合というデルの選択、３）迅速なビジネスプロセスの統合という
切り口から整理、体系化し、迅速にビジネスモデルを構
築することがビジネスモデルの原動力となる」ということ
を論証しました。
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AE（抽象化から応用：更なる挑戦）AE（抽象化から応用：更なる挑戦）

AE 実践 応用 「CE 行動 はどちらかと言えば 小テ をAE:実践・応用 「CE：行動」はどちらかと言えば、小テーマを

確認する行動であるが、ここではより高い視
点、全体感的視点から得られた成果を他の
テ マに応用する計画を立案する（空間軸）テーマに応用する計画を立案する（空間軸）

「CE：成果」をゴールに対する成果とするか？

ゴールで設定された能力の修得を結論

AE：大学院修了後 大学院修了後の今後の人生での応用を考え
る（時間軸）

AE：付加すべきスキル 今後応用する場合に関連するスキル、必要な
新たなスキルを再考する
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AE（行動計画）のイメージAE（行動計画）のイメ ジ

 再学習した内容に基づく行動計画として私は以下の２
つを策定しましたつを策定しました。

 ・・・・・・・・

また上記行動を実現するにあた ては 新たにビジネ また上記行動を実現するにあたっては、新たにビジネ
スモデル特許の知識が必要になると考えています。今
後は・・・・後は
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アクションラーニングシステム
（教育システムの共通基盤)（教育システムの共通基盤)

専修科目の研究指導 関係科目の講義・演習

コミュニケーション
(履修科目間)

専修科目の研究指導、関係科目の講義・演習

テリアル

理論
(講義)

実践

マテリアル

ミニイベント
コミュニケーション
(講義参加者間) ﾘﾌﾚｸｼｮﾝ

環境

(講義) (講義参加者間)

素材

ﾌﾟﾗｸﾃｨｶﾑ
•ﾚﾎﾟｰﾄ
•小テスト
•プレゼン

ログ
•コメント
•参考
•修正

評価
•自己評価
•他者評価
•相互評価

リフレクション
ジャーナル
•目標達成シート
•エビデンス

アクション
ゼミ
•院生
•教員

究
プレゼン 修正 相互評価 エビデンス

論証計画

•研究員
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(振返り)(目標)
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ポートフォリオインテリジェンスと成績評価

院生

実質化のための取組④：成績評価のプロセス

ポ トフォリオインテリジェンスと成績評価

院生
目標計画シート

ポートフォリオ
インテリジェンスファイル

面
談

アクションラーニング
プロセス

R

Ｇ

R

Ｇ

Plan

研究活動

専修科目

関係科目

M
Motivation PlanCheck

談
・
公
聴
会

プロセス

ＧＧ
Do

G G R

PC

DDo

Grow-up
Cycle

教員

教員
ポートフォリオ審査報告書

会

Research
リサーチペーパー

G Grow
進化の記録（サマリー）

R教員
学習支援計画書

ポートフォリオサマリー

ビデ

目標達成シート

エビデンス

関係科目成績

リサーチペーパー
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関係科目成績

EQテスト
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ポートフォリオを活用した大学院教育の実質化ポ トフォリオを活用した大学院教育の実質化

時間 時間

 人材養成目的に沿った教育課程編成と時間割管理
( デザ )(キャリアデザインによる自己実現支援指導と授業の実践)

 内容

 学習支援計画書と目標計画シートの連動
 (院生一人ひとりのコンピテンシー履修モデルの策定とアクシ

ョンラ ニングの実践)ョンラーニングの実践)

 エビデンス

ポ ト リオインテリジ ンス イルの作成と ポートフォリオインテリジェンスファイルの作成と
そのサマリーの蓄積
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学習支援計画書(抜粋)学習支援計画書(抜粋)
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目標計画シート(抜粋)目標計画シ ト(抜粋)
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ポートフォリオ審査報告書(抜粋)ポ トフォリオ審査報告書(抜粋)
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研究科・専攻における教育の課程

実質化のための取組⑤：検証（ポートフォリオ評価）

研究科 専攻における教育の課程

 ポートフォリオの評価基準
１．本人の目標とその過程における成果（エビデンスの累積）、及び目標達成１．本人の目標とその過程における成果（エビデンスの累積）、及び目標達成

シートが一貫性をもって説明できるものになっているか？

２．学習過程の成果である各エビデンスの累積と、修士研究の成果であるリサー
チペーパーが 大学院レベルの学習の深みと価値を示しているか？チペ パ が、大学院レベルの学習の深みと価値を示しているか？

３．目標達成シートに、自己実現の更なる高度化や広がりに対する「気づき」が示
されているか？

●上記１及び２については、大学院においてどのように自己学習が行われ、成果とし記 、大学院 う 学習 行わ 、成果
て何が得られたのかを、提出されたポートフォリオインテリジェンスファイル及び
公聴会により確認し、総合評価を行う

●上記３の「気づき」については、大学院修了後の本人の更なる成長に大きな影響
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●上記３の 気 き」に いては、大学院修了後の本人の更なる成長に大きな影響
をもつ重要な要素であり、自己の向上に対する意欲を確認し評価の参考とする
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導入の効果について導入の効果について

オンリーワン
キ リア

期待される効果

 ポートフォリオとe-Learningシステム構築

によって実現される大学院社会人教育の広がり

キャリア
の実現へ

大学院を超えた
コラボレーション

大学院外の関係者
との結び付き強化

他機関との
プラクティカム、

共同研究など

バリューチェーン
による全体的な変革

コ
ミコラボレーション との結び付き強化

共同研究など による全体的な変革

学内全専攻での 大学院内
大学院内での知識の プロセスの

ミ
ュ
ニ
ケ
ー学内全専攻での

ｺﾗﾎﾞﾚｰｼｮﾝ
大学院内の

情報交流の促進

大学院内での知識の
共有、成功事例

からの学習

プ セスの
「 Grow-up Cycle」
による継続的な改革

ー
シ
ョ
ン
の

専攻内の
ｺﾗﾎﾞﾚｰｼｮﾝ

情報が流れる
スピードの向上

問題点、思考の共有、
それに基づく意識決定

の実現

アクションラーニング
を容易にする

の
多
様
化
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情報の交流 知識の共有化 プロセスの共通化

システムの高度化
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活用のためのカリキュラム設計活用のためのカリキュラム設計

 目標計画シートとの連動 目標計画シ トとの連動
 専攻全体で達成すべき目標
 コース毎(IP,ビジネス)で達成すべき目標
 院生が自ら設定する達成すべき目標 院生が自ら設定する達成すべき目標
 上記目標に対して、大学院側が提供する科目・教授陣の紐づけ

 履修モデルとの連動
 人材育成像、スキルレベルなどの設定 人材育成像、スキルレ ルなどの設定
 例: 知財- 弁理士コース、著作権コース、国際標準化コース
 例：ビジネス- 企業アプライアンスコース, 企業財務コース、

プロジェクトマネジメントコース

 コンピテンシー養成のためのEQとの連動
 EQテストに基づく、人間力の自己認識
 院生が自ら描く想定人間力
 上記の二つの要素の差異から不足する人間力の養成ポイント
 習得したい知識領域、思考プロセスの選定
 シラバスにおけるコンピテンシ修学目標との比較
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活用のメリット(1)活用のメリット(1)

知的創造システム専攻として 知的創造システム専攻として

 一年で修了可能な社会人向け大学院

 昼夜開講(平日夜、土曜昼夜)

 多様な教授陣のみならず、多彩な経験を持つ多様な教授陣 みならず、多彩な経験を持
社会人院生間のコミュニケーション手段

 社会人院生が修了後に会社に対して、どのよ
うな知識・スキルを得たのかを示すことがで
きる。

教授陣 院生が習得 る知識 教授陣にとって、院生が習得している知識・
スキルを理解することで、効率よく講義を実
践できる
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践できる。
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活用のメリット(2)活用のメリット(2)

大学全体 の取り組みとして 大学全体への取り組みとして

 18歳人口の減少、全入時代の到来

 偏差値、大学ランキング、・・・、多様な外部評価

 第三者認証評価機関による評価の義務化

 継続的な教育改革の推進力としての期待
 個性化・特色化の推進

学生 院生が大学から得た付加価値の明確化 学生・院生が大学から得た付加価値の明確化

 社会への説明責任

 教育力・研究力の強化 教育力 研究力の強化

 自己点検評価と改善
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「アウトカムズアセスメントシステム」の構築

ポートフォリオインテリジェンスの有効性
評価について評価について

■ポートフォリオシステムの満足度

0% 20% 40% 60% 80% 100%

38.5% 35.9% 7.7%15.4% 2.6%事前の内容説明は十分だった

28.2% 41.0% 23.1% 5.1% 2.6%教員のサポートは十分だった

41 0% 43 6% 10 3%

2.6%

2 6%事務スタッフのサポートは十分だった 41.0% 43.6% 10.3% 2.6%事務スタッフのサポートは十分だった

30.8% 38.5% 17.9% 10.3% 2.6%ポートフォリオシステムは有効だと思う

う う まあ う う あま う わな う わな 無 答
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そう思う まあそう思う あまりそう思わない そう思わない 無回答
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ポートフォリオインテリジェンス評価ポ トフォリオインテリジェンス評価

自由記述からの要約

 利点・役に立つ点
 経験が整理できた

目的や現状が明確にな た 目的や現状が明確になった
 情報が整理できた
 学習の復習になった

ポートフォリオの成果

 自己PRになる

 課題・改善点
 オンライン化を望む オンライン化を望む
 サンプル数が少ない。
 パーソナルデータの保存
 事前説明・フォローに関する点

システムにより解消を目指す

FD活動の徹底
 事前説明・フォローに関する点
 記述方法や内容改善について

(専任・客員・職員の理解)

PFIそのものの改善
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ポートフォリオインテリジェンス活用手段ポ トフォリオインテリジェンス活用手段

 多様な教育手段が活用できる環境多様な教育手段が活用できる環境

 PFIを活用した教育のねらい

大学院で何を学ぶのか大学院で何を学ぶのか
大学院で何を身に付けるのか
大学院で何ができるようになるのか

課
外
学

講
義

大学院で何ができるようになるのか

「気づき」から「意欲」を引き出す
「気づき か 「自 改革 する

学
習
の

・
演
習
の「気づき」から「自己改革」する

自己成長型教育への仕組
充
実

の
充
実

ポートフォリオインテリジェンスシステムポートフォリオインテリジェンスシステム

「院生 人ひとり」の
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「院生一人ひとり」の
自己実現目標を支援する

40



ポートフォリオインテリジェンス導入においてポ トフォリオインテリジェンス導入において

初 賛成派 派 意 あ 当初より、賛成派・反対派の意見はある。

 しかし，反対意見があるからこそ，よりよい物にしていく寛容力はある．

 教職員全体のコンセンサスが必要である 教職員全体のコンセンサスが必要である．

 教員の理解(負担?)が最も必要不可欠

 なぜ必要なのか

 徒弟的制度のみでの問題

 プロジェクト型・モジュール型教育による教育の多様性

 どのように指導していくのか

 教員にもコミュニケーション能力は必要

 共に進歩する心構えは必要(共育の考え)

 システムが必要 システムが必要
 どこでも，いつでも，どのような環境(ユビキタス的)でも学習・コメ

ント・利用が可能である仕組み
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付録付録

実装について実装について
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メニュー・機能一覧

共通 目標達成シート作成
お知らせ機能 目標達成シート登録機能

自己認識 ポートフォリオ

お知らせ機能
公開範囲設定機能

EQテスト登録機能

目標達成シート登録機能
ベストプラクティカムシート登録機能

ポートフォリオ参照／検索機能

コンピテンシーモデル 運用管理

EQテスト登録機能

専攻コース選択機能

ポ トフォリオ参照／検索機能
ポートフォリオ統合機能

マスタメンテナンス機能

アクションラーニング

専攻コ ス選択機能
修学目標入力／参照機能

エビデンス登録機能

マスタメンテナンス機能
修正期限設定機能
お知らせ情報メンテナンス機能
システムログ参照

ヘルプ
ビデンス登録機能
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システム構成

●動作環境 Web/Applicationサーバ●動作環境

学内および学内および

Web/Applicationサーバ
PRIMERGY RX300 S3
Xeon5110 (1.60GHz) / メモリ 4GB
73GBディスク x2(RAID1)
OS : Red Hat Enterprise Linux 5
Webｿﾌﾄｳｪｱ：Interstage Web Server V9学内および

インターネット経由での
アクセス

学内および

インターネット経由での
アクセス

DMZネットワーク

Webｿﾌﾄｳｪｱ：Interstage Web Server V9
ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ：ポートフォリオインテリジェン
スシステム

DB/Fileサーバ
PRIMERGY RX300 S3

学内ネットワーク

PRIMERGY RX300 S3
Xeon5110 (1.60GHz) / メモリ 4GB
300GBディスク x2(RAID0+1)
OS : Red Hat Enterprise Linux 5
DBソフトウェア：Oracle 10g
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自己認識 EQテスト登録機能

 EQテスト登録・管理機能テ 登録 管 機能

 EQテストの結果については，院生間での公開はしない．

 教員・スタッフは検索・参照可能

 複数回のEQテスト結果を登録可能

 将来的に，EQテスト以外の自己認識機能が追加されれば，その登録も可能
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コンピテンシモデル
専攻 選択機能／修学目標入力 参照機能専攻コース選択機能／修学目標入力・参照機能

専任教員が構築した修学目標とそれに獲得するために推奨される履修科目を紐付可能

 院生は，修学目標として設定のチェックを入れ，履修科目を選択を行う．

 院生が自分で履修科目追加ボタンから，他の履修科目を検索と追加が可能となっている．
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アクションラーニング
エビデンス登録機能エビデンス登録機能

 目標計画上の履修科目に応じて，演習結果やレポートなどのエビデンスの登録が可能となっている．目標計画上の履修科目に応じて，演習結果やレポ トなどの ビデンスの登録が可能となっている．

 修学目標に対する履修科目さらに，そのエビデンスという構成で確認が可能となっている．
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目標達成シート作成
目標達成シ ト登録機能目標達成シート登録機能

 選定された修学目標に対して，目標達成シートの登録が可能となっている．選定 標 ， 標 録

 目標達成シートには2種類存在している．(公開版・最終版)

 公開版： 体験学習の結果から，主観的な評価を記載・公開し，他者の意見を貰う．

 最終版： 客観的な評価を含め，さらに，俯瞰結果，今後の展望を記載した最終版．最終版： 客観的な評価を含め，さらに，俯瞰結果，今後の展望を記載した最終版．
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目標達成シート作成
ベストプラクティカムシ ト登録ベストプラクティカムシート登録

 修学目標に対するベストプラクティカムシートの登録を行う．

 エビデンス登録時点で行ったシート群を表示し，選択することで登録を可能としている．

 登録されたベストプラクティカムシートのみが，ポートフォリオインテリジェンスファイルにまとめられる．

 登録時に，既に一度選択されているものは，■となっており，選択されないようにしてある．
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ポートフォリオ
ポートフォリオ参照／検索機能ポ トフォリオ参照／検索機能

 自ら登録した，目標計画シート・目標達成シート・ベストプラクティカムシート・研究論文

（リサーチペーパ)・EQテスト結果が参照可能である．

 各項目は，ビジュアル的にボリュームを感じさせずに表示するための工夫を行っている．

 教員や院生は，公開設定されているポートフォリオの各部分について，参照可能としており，さらに，メール送信機
能を用いて，教員から院生，院生から院生へとコメントの送受信などが行える．
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ポートフォリオ
ポートフォリオ参照／検索機能ポ トフォリオ参照／検索機能

構築したポートフォリオインテリジェンスファイルを，サーバから，自分のPC上で閲覧可能にするた構築したポ ト ォリオインテリジ ン ァイルを，サ から，自分の で閲覧可能にするた
めに，個人の情報全体をダウンロードすることが可能となっている．

 この場合，処理量が大きいため，毎日の夜24:00に統合処理が行われる．

 図書館へのポートフォリオの保存に活用できる．
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